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こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
様
々
な
制
約
の
中
で
開
催
し
て
き
た
日
彫
展
で
す
が
、
本
年
、
第
52
回
展
を
よ
う
や
く
平
常
通
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
も
行
い
、
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ま
と
展
覧
会
開
催
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
、
会
友
の
皆
さ
ま
、
お
支
え
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
方
々
の
お
か
げ

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
総
出
品
数
は
２
６
２
点
と
昨
年
に
比
べ
や
や
増
え
、
特
に
一
般
出
品
は
昨
年
よ
り
14
点
多
く
、
本
会
に
と
っ
て
明
る
い
兆
し
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
の
主
要
な
取
り
組
み
と
な
り
つ

つ
あ
る
「
Ｕ-

20
　
日
彫
展
」
へ
の
出
品
数
は
ほ
ぼ
倍
増
し
て
お
り
、
子
ど
も
達
に
彫
刻
芸
術
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
が
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
本

会
の
公
益
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
る
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
鑑
賞
支
援
は
、
視
覚
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
を
展
示
す
る
新
し
い
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

第
52
回
展
は
、
こ
れ
ま
で
日
彫
展
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
加
え
、
多
く
の
子
ど
も
達
や
外
国
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
出
会
い
に
よ
っ
て
私
た
ち
作
家
も

新
し
い
感
性
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
活
動
を
今
後
も
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
私
達
は
、
彫
刻
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
下
に
集
ま
っ
た
仲
間
で
す
。
日
本
彫
刻
会
は
、
仲
間
で
あ
る
皆
さ
ま
の
自
由
な
表
現
や
多
様
な

価
値
観
を
尊
重
す
る
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
本
会
は
長
い
歴
史
と
分
厚
い
人
材
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
経
験
を
蓄
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
時
に
先
端
的
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

き
ま
し
た
。
未
来
は
、
常
に
今
の
積
み
重
ね
で
す
。
一
歩
前
に
、
さ
ら
に
一
歩
前
に
皆
さ
ま
と
共
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
、
戦
争
、
自
然
災
害
な
ど
、 

 

年
前
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
時
代
を
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
彫
刻
芸
術
は
、
多
く
の
人
々
に

励
ま
し
と
勇
気
、
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
作
家
自
身
が
様
々
な
「
も
の
」
「
こ
と
」
に
心
を
動
か
し
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
制
作
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

会
員
、
会
友
、
一
般
鑑
賞
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
日
本
彫
刻
会
の
活
動
に
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
第
52
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
を
振
り
返
っ
て
〜
さ
ら
な
る
未
来
に
向
か
っ
て
〜
」

日
本
彫
刻
会
理
事
長
　
山
田
朝
彦

10

3

　
２
０
２
３
年
１
月
21
日(

土)

14
時
40
分
か
ら
日
展
会
館
に
お

い
て
第
94
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
正
会
員
１
７
０
名
（
内
委
任
状
１
３
１
名
）
定
款
17
条

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
事

第
１
号
議
案
　
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
２
０
２
２
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
・
監
査
報
告

第
３
号
議
案
　
第
52
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
開
催
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案
　
定
款
の
施
行
細
則
変
更
の
件

第
５
号
議
案
　
会
員
資
格
喪
失
の
件

第
６
号
議
案
　
会
員
状
況
承
認
の
件

第
７
号
議
案
　
そ
の
他
の
件

各
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
の
報
告

２
　
２
０
２
３
年
度
予
算
の
報
告

３
　
新
運
営
委
員
及
び
新
無
審
査
会
員
の
報
告

４
　
第
52
回
日
彫
展
審
査
員
の
報
告

５
　
第
52
回
日
彫
展
会
友
推
挙
選
考
委
員
の
報
告

６
　
２
０
２
３
年
日
本
彫
刻
会
選
抜
展
（
三
越
展
）
及
び

　
　
第
15
回
日
本
彫
刻
会
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
準
備
状
況
　

　
　
の
報
告

７
　
そ
の
他
の
報
告

高
齢
者
会
員
祝
賀

　
数
え
90
歳
を
迎
え
ら
れ
る
正
会
員
の
親
松
英
治
先
生
、
野
畠
耕

之
介
先
生
に
賀
詞
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

第
52
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
報
告 

①
会
期

　
令
和
５
年
４
月
19
日(

水)
～
５
月
２
日(

火)
 

②
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８
―
36
） 

③
陳
列
点
数
　
　
　
　
２
６
２
点 

（
写
真
展
示
含
む
３
２
９
点
）

　
〈
内
訳
〉 

　
　
　
正
会
員 

１
９
５
点 

　
　
　
会
友 

17
点 

　
　
　
遺
作 

０
点 

　
　
　
無
鑑
査
（
一
般
応
募
）
１
点 

　
　
　
鑑
査
（
一
般
応
募
） 

39
点 

う
ち
初
入
選 

21
点

　
　
　
Ｕ-

20
（
一
般
応
募
） 

10
点 

ほ
か
写
真
展
示 

67
点

④
審
査
員 

　
特
別
賞
審
査
員 

建
畠
晢
氏
　
仲
居
宏
二
氏 

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
彫
刻
会
理
事

　
審
査
員
長
　
山
田
朝
彦

　
　
　
　
　
　
山
本
眞
輔
　
神
戸
峰
男
　
池
川
直
　
　
上
田
久
利

　
　
　
　
　
　
上
床
利
秋
　
櫻
井
真
理
　
嶋
畑
貢
　
　
田
畑
功

　
　
　
　
　
　
槙
野
仁
一
　
秋
田
美
鈴
　
近
藤
哲
夫
　
重
政
信
明

　
　
　
　
　
　
武
本
大
志
　
丹
羽
俊
揮 

（
以
上
15
名
）

　
　
　
　
　
　 

⑤
会
友
推
挙
選
考
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
田
久
利
　
櫻
井
真
理
　
嶋
畑
貢
　

　
　
　
　
　
　
槙
野
仁
一
（
以
上
４
名
）

⑥
受
賞
者 

　
西
望
賞
　
　
　
　
　
　
白
石
恵
里 

　
文
部
科
学
大
臣
賞

　
　
嶋
畑
貢

　
東
京
都
知
事
賞

　
　
　
櫻
井
真
理

　
会
員
賞

　
　
　
　
　
　
岡
本
和
弘

　
　
　
　
　
　

２
０
２
３
年
度 

日
本
彫
刻
会
総
会

第
94
回
通
常
総
会
報
告

慶
事

第
９
回
日
展
（
令
和
４
年
度
）

内
閣
総
理
大
臣
賞

　
　
「
無
垢
の
予
兆
」
　
　
　
　
　
　
中
原
篤
徳
先
生

第
９
回
日
展
（
令
和
４
年
度
）

東
京
都
知
事
賞

　
　
「
ヤ
マ
ト
オ
グ
ナ
の
御
子
」
　
　
村
山
哲
　
先
生

第
９
回
日
展
（
令
和
４
年
度
）

日
展
会
員
賞

　
　
「
天
平
の
月
を
想
ふ
　
Ⅲ
」
　
　
伊
庭
靖
二
先
生
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９
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Ⅲ
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日
彫
賞

市
村
成
保

　
田
中
宏
欣

　
優
秀
賞

　
　
　
柴
田
茜

　
水
野
谷
憲
郎

　
田
原
迫
華

　

　
新
人
賞

　
　
　
田
畑
智
功

　
濱
田
真
菜

　

藤
本
美
空
　
本
多
史
弥

　
Ｕ-

20
日
彫
賞

青
木
秀
征
　
柿
田
紗
蘭
　
河
端
岳
人

　
Ｕ-

20
優
秀
賞

青
木
謙
征
　
加
賀
谷
菜
月
　
杉
浦
史
果

瀨
澤
亮
太
　
辻
本
彪
汐
　
土
橋
輝
々

西
畑
衣
都
　
　
（
以
上
23
名
）

⑦
会
友
推
挙
・
正
会
員
推
挙

　
会
友
推
挙
　
　
狩
野
茂
　
菊
井
和
史
　
高
橋
弘
夫

田
上
万
豊
　
濱
田
真
菜
　
羽
室
陽
森

本
多
史
弥
　
村
田
精
一
　
門
馬
宏
子

横
田
昌
明

　
（
以
上
10
名
）

　
正
会
員
推
挙

伊
藤
彩
　
岩
重
圭
子
　
宇
杉
昭
信

田
原
迫
華
　
山
内
雄
奨

（
以
上
５
名
）

⑧
入
場
者
数
　
８
，
３
８
０
名
（
前
回
７
，
２
２
２
名
）

　
（
内
訳
）

55

66

65

⑨
開
会
式

日
時

　
　
４
月
19
日
（
水
）
11
時
30
分
か
ら

会
場
　
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ

⑩
表
彰
式

Ｕ-

20
受
賞
者
対
象

　
日
時
　
　
４
月
22
日
（
土
）
14
時
か
ら

　
会
場
　
　
東
京
都
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ

　
本
展
受
賞
者
対
象

　
日
時
　
　
４
月
22
日
（
土
）
17
時
か
ら

　
会
場
　
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

瑞
宝
の
間

　
（
千
代
田
区
大
手
町
１-

４-

１
）

⑪
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

　
日
時
　
　
４
月
22
日
（
土
）
17
時
か
ら

　
会
場
　
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

瑞
宝
の
間

⑫
彫
刻
研
究
会

第
52
回
日
彫
展
会
場
に
お
い
て
、
審
査
員
に
よ
る
批
評
を

交
え
た
彫
刻
研
究
会
を
実
施
し
た
。

日
時
　
第
１
部
　
４
月
22
日
（
土
）
11
時
か
ら

第
２
部
　
４
月
23
日
（
日
）
11
時
か
ら

　
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
参
加
者
　
通
算

約
１
１
０
名

⑬
新
世
代
の
彫
刻
家
育
成
活
動

第
５
回

Ｕ-

20
日
彫
展

　
会
期
・
会
場

　
　
日
彫
展
に
同
じ

　
写
真
応
募
点
数

　
77
点

　

　
陳
列
点
数
（
受
賞
者
）

　
10
点

⑭
彫
刻
に
触
れ
る
鑑
賞
支
援
活
動

第
52
回
日
彫
展
に
お
い
て
、
「
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の

タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」
と
「
盲
学
校
鑑
賞
教
室
」
を
実
施
し
た
。

ａ

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー

　
（
希
望
者
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
）

通
算
参
加
者
　
31
名
（
う
ち
引
率
者
12
名
）

〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

当
番
の
会
員
、
（
日
彫
友
の
会

ほ
か
）

　
　
　
北
原
朋
佳
（
４
月
29
日
）

ｂ

盲
学
校
鑑
賞
教
室

　
　
４
月
21
日(

金)

東
京
都
立
葛
飾
盲
学
校

中
学
部

　
（
中
学
生
７
名
　
教
員
３
名
）

　
　
４
月
21
日(

金)

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
高
校
生
17
名
、
教
員
５
名
）

　
〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　
　
　
秋
田
美
鈴
　
大
亀
清
壽
　
白
石
恵
里
　
武
本
大
志
　

　
　
　
前
芝
武
史
　
町
野
紗
恭
　
宮
坂
慎
司
　
山
本
将
之

　
（
日
彫
友
の
会

ほ
か
）
青
松
利
明
　
半
田
こ
づ
え
　

　
　
　
板
橋
勝
太
郎
　
内
藤
千
尋
　
重
原
智
萌

　
　
４
月
28
日(

金)

東
京
都
立
久
我
山
青
光
学
園

　
（
小
学
生
24
名
、
教
員
14
名
）

　
　
４
月
28
日(

金)

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
小
学
生
15
名
、
教
員
５
名
）

　
〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　
　
　
秋
田
美
鈴
　
浮
森
夕
菜
　
奥
平
陽
和
　
音
羽
久
美
子

　
　
　
神
谷
睦
代

　
高
野
浩
子

　
小
橋
暁
子

　
境
野
里
香

　

　
　
　
坂
本
健

　
武
本
大
志

　
橋
本
和
成

　
長
谷
川
倫
子

　

　
　
　
間
島
博
徳

　
町
野
紗
恭

　
水
野
谷
憲
郎

　
宮
坂
慎
司

　

　
　
　
宮
地
淑
江

　
山
田
雅
英

　
（
日
彫
友
の
会

ほ
か
）
阿
久
津
汰
輝

　
板
橋
勝
太
郎

　
　
　
小
林
叶

　
重
原
智
萌

　
半
田
こ
づ
え

　

5

⑮
彫
刻
鑑
賞
解
説
会
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）

第
52
回
日
彫
展
に
お
い
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し

た
。

日
時

期
間
中
毎
日

（
彫
刻
研
究
会
第
１
部
当
日
、
最
終
日
を
除
く
）

会
場

東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

実
施
通
算
参
加
者

約
１
２
０
名

⑯
図
録
作
成

本
会
が
開
催
す
る
彫
刻
展
覧
会
の
図
録
を
作
成
し
た
。

第
52
回
日
彫
展
図
録

４
月
21
日
（
金
）
発
行

８
６
０
冊

◇
第
５
回
Ｕ-

20
日
彫
展

２
０
１
９
年
よ
り
企
画
展
「
Ｕ-

20
日
彫
展
～
集
ま
れ
！
未
来

の
彫
刻
家
～
」
を
開
催
し
、
本
年
で
５
回
目
を
迎
え
ま
す
。
本
会

で
は
、
新
し
く
瑞
々
し
い
感
性
を
有
す
る
20
歳
以
下
の
方
た
ち
の

作
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
へ
と
彫
刻
芸
術
の
バ
ト
ン

を
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
Ｕ-

20
対
応
〉

小
橋
暁
子

武
本
大
志

奥
平
陽
和

［第 52回日彫展メイキング映像］
携帯電話からQRコードを
読み取ってご視聴ください。

Ｕ-20　展示風景

Ｕ-20　表彰式の様子

表彰式の様子

開会式でのテープカット

彫刻に触れる鑑賞支援活動

左：彫刻研究会、上：ギャラリートーク

一
般　

１
９
２
名

東
京
都
美
術
館
特
別
展
半
券　

１
，
６
２
３
名

招
待
状　

４
，
５
５
７
名

出
品
者　

１
，
０
８
５
名

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

１
４
０
名

付
添
者　
　

名

日
本
美
術
家
連
盟
他　
　

名

　

歳
以
上
、
大
学
生
以
下　

３
６
２
名

パ
ス
ポ
ー
ト　

３
０
０
名
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◇
受
賞
者
の
声

西
望
賞
　
白
石 
恵
里
「
群
烏
」

　
身
体
の
境
界
が
溶
け
出
し
混
ざ
り
合
う
よ
う
な
、
思
考
が
溢
れ
出
し
群
れ
を
な
す
烏
の
よ

う
に
蠢
く
よ
う
な
、
一
方
で
渦
巻
い
て
い
た
心
の
靄
が
霧
散
し
て
い
く
よ
う
な
、
そ
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
一
つ
の
形
に
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞
　
嶋
畑 

貢
「
天
使
の
詩
『
春
陽
』
」

　
冬
の
寒
さ
に
じ
っ
と
耐
え
て
き
た
自
然
界
の
生
き
物
が
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
一
斉
に
目
を
覚

ま
す
こ
ろ
。
人
間
の
子
ど
も
達
も
同
様
に
分
厚
い
衣
服
を
脱
ぎ
捨
て
春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
を

感
じ
る
。

　
右
手
の
指
先
と
、
そ
っ
と
目
を
閉
じ
た
姿
の
中
に
無
垢
で
清
ら
か
な
心
の
少
女
を
表
現
し
て

み
た
。

東
京
都
知
事
賞

　
櫻
井 

真
理
「
や
す
ら
ぎ
」

　
17
歳
と
な
っ
た
長
女
は
活
発
で
運
動
が
大
好
き
で
あ
る
。

動
き
回
っ
て
い
る
時
、
一
瞬
塀
に
も
た
れ
て
休
ん
だ
姿
が
印

象
的
だ
っ
た
。
成
長
し
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
思
い

出
し
な
が
ら
制
作
し
た
。
「
や
す
ら
ぎ
」
を
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
あ
り
が
た
い
。

会
員
賞
　
岡
本 

和
弘
「
紡
ぐ
事
な
く
」

　
材
料
を
最
大
限
使
う
こ
と
を
第
一
と
し
て
作
為
を
最
小
限

に
、
一
種
の
枷
を
課
し
て
構
想
を
練
る
。
結
果
所
謂
「
女
の

子
座
り
」
と
い
う
形
に
な
る
。
彫
刻
的
で
は
な
い
ポ
ー
ズ
だ

が
日
本
的
情
緒
が
内
包
し
て
い
る
形
を
製
作
す
る
事
で
情
緒

の
中
心
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
制
作
し
た
。

［第 52 回日彫展受賞者インタービュー映像］

携帯電話から QR コードを読み取ってご視聴ください。

7

日
彫
賞

　
市
村 

成
保
「
支
え
」

日
彫
賞
　
田
中 

宏
欣
「
春
か
お
る
」

優
秀
賞
　
田
原
迫 

華
「
跳
」

優
秀
賞
　
水
野
谷 

憲
郎
「
七
五
三
」

優
秀
賞
　
柴
田 

茜
「
煌
」

新
人
賞
　
濱
田 

真
菜
「
燦
々
」

新
人
賞

　
田
畑 

智
功
「
共
に
生
き
る
」

新
人
賞
　
藤
本 

美
空
「f

a
k
e

」

新
人
賞
　
本
多 

史
弥
「
想
い
」

Ｕ-

20
日
彫
賞

　
青
木
秀
征

「
バ
レ
リ
ー
ナ
ち
ょ
う
ち
ょ
う
」（
７
歳
）

Ｕ-

20
日
彫
賞
　
柿
田
紗
蘭

「
４
匹
目
の
羊
」

（
17
歳
）

Ｕ-

20
日
彫
賞
　

河
端
岳
人

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」

（
10
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　
青
木
謙
征

「
す
み
か
を
探
し
て

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
旅
」
（
10
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　
加
賀
谷
菜
月

「
い
ち
じ
く
の
中
身
」

（
20
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

　

杉
浦
史
果

「
木
の
上
に
あ
る

ね
こ
の
家
」

（
９
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

　
瀨
澤
亮
太

「
砂
漠
の
家
族
」

（
９
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

　
辻
本
彪
汐

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ガ
ー
」

（
11
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

土
橋
輝
々

「
た
つ
の
お
年
ご
ろ
」

（
14
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　
西
畑
衣
都

「
う
ま
く
回
れ
た
よ
！
」

（
８
歳
）
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会
期 

　
　
令
和
５
年
６
月
23
日
（
金
）
～
６
月
27
日
（
火
）

会
場
　
　 

石
川
県
立
美
術
館
（
石
川
県
金
沢
市
出
羽
町
２-

１
）

陳
列
点
数
　
91
点
（
内
巡
回
作
品 

67
点
）

北
陸
日
彫
会
賞 

 
 
 
 
 
 

「
址
Ⅱ
」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
山 

丈
樹

北
國
新
聞
社
社
長
賞
　 

「
こ
こ
に
し
か
咲
か
な
い
花
が
あ
る
」   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丹
羽 

俊
揮  

　
第
52
回
日
彫
北
陸
展
は
会
期
前
日
の
６
月
22
日
に
搬
入
陳
列
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
田
理
事
長
、
石
川
県
代
表
、
金
沢
市

代
表
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
学
長
、
石
川
県
立
美
術
館
副
館
長
、

北
國
新
聞
社
を
は
じ
め
各
報
道
機
関
代
表
な
ど
の
列
席
の
も
と
開

場
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
開
場
式
で
は
北
陸
展
の
表
彰
式
も
行

い
ま
し
た
。

　
続
い
て
熊
谷
北
陸
日
彫
会
会
長
の
司
会
進
行
で
来
賓
も
交
え
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
山
田
理
事
長
が
自

作
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
参
加
者
は
、
制
作
に
向
か
う
姿
勢
や
心
構

え
を
聞
き
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
に
よ
る
ト
ー
ク
も
あ

り
参
加
者
は
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

　
そ
の
後
Ｕ-

20
日
彫
展
の
解
説
が
あ
り
地
元
石
川
県
か
ら
の
出

品
者
も
い
て
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
北
陸
日
彫
会
で
は
北
陸
日
彫
会
特
別
企
画
「
発
想
展
」
を
同
時

開
催
し
、
彫
刻
が
完
成
す
る
ま
で
に
デ
ッ
サ
ン
や
小
型
を
制
作
し

て
い
ま
す
。
一
般
の
鑑
賞
者
は
普
段
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
内
容

が
展
示
さ
れ
て
い
た
の
で
好
評
の
よ
う
で
し
た
。

　
展
覧
会
会
期
中
24
日
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
約
30
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
希
望
者
が
多
く
、
定
員
30
名
と
決
め
て

お
り
ま
し
た
の
で
お
断
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
石
川
県
民
の
愛
好
者
や
北
陸
の
会
員
の
知
り
合
い
が
た
く
さ
ん

来
場
し
て
い
た
だ
き
、
例
年
よ
り
多
く
、
近
年
で
は
最
多
の
入
場

者
数
で
あ
り
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
北
陸
日
彫
会 

 

石
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県
事
務
局
）
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開場式の様子

開場式後のギャラリートークの様子

ワークショップの様子

北陸日彫特別企画

「発想展」の様子　
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２
０
２
３
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７
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７
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８
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６
７
８
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愛
知
県
知
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「
か
が
す
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早
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高
師 

中
日
賞
　
　
　
　 

　
「
跳
」
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
原
迫 

華

東
海
テ
レ
ビ
賞
　
　 

「
窺
う
人
」
　 

 
 
 
 
 
 
 
 

永
江 

智
尚

東
海
日
彫
会
奨
励
賞
「
わ
し
は
ま
だ
逝
か
ん
」
田
上 

万
豊

東
海
日
彫
会
新
人
賞
「
た
ゆ
た
ふ
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松
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未
来
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今
年
度
の
日
彫
東
海
展
は
真
夏
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
期

中
は
40
度
近
い
気
温
の
日
が
続
き
ま
し
た
が
多
く
の
人
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
入
場
料
を
見
直
し
、
学
生
を
無
料

に
し
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
開
催
だ
っ
た
た
め
か
入
場

者
数
は
昨
年
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
５
０
０

円
の
入
場
料
を
払
っ
て
観
覧
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
が
昨
年
よ
り

も
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
で
し
た
。

　
７
月
24
日
（
月
）
に
搬
入
作
業
を
行
い
、
午
後
６
時
半
よ
り
美

術
館
10
階
の
ウ
ル
フ
ギ
ャ
ン
グ
パ
ッ
ク
に
て
山
田
朝
彦
理
事
長
を

は
じ
め
共
催
者
、
後
援
者
、
来
賓
を
お
招
き
し
て
祝
賀
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
Ｕ-

20
の
小
学
生
３
名
と
そ
の
保
護
者
の
方
も

授
賞
式
に
参
加
さ
れ
、
受
賞
の
喜
び
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
夏
休
み
中
の
日
程
だ
っ
た
の
で
、
若
い
教
員
の
出
品
者
が

多
く
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
会
は

進
行
し
、
来
賓
の
方
も
最
後
ま
で
参
加
頂
い
た
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
７
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
よ
り
開
催
さ
れ
た
彫
刻
研
究

会
で
は
、
山
田
朝
彦
理
事
長
、
池
川
直
委
員
長
、
東
海
日
彫
会
山

本
眞
輔
会
長
、
神
戸
峰
男
副
会
長
よ
り
、
受
賞
作
品
の
ご
講
評
を

頂
き
ま
し
た
。
北
陸
日
彫
会
熊
谷
喜
美
子
会
長
を
は
じ
め
一
般
の

お
客
様
も
含
め
30
名
ほ
ど
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
各
先
生
方
よ

り
、
時
に
は
厳
し
い
ご
意
見
や
、
出
品
者
か
ら
の
質
問
な
ど
も
あ

り
、
約
１
時
間
半
の
研
究
会
は
最
後
に
神
戸
副
会
長
よ
り
例
年
に

無
い
良
い
研
究
会
に
な
っ
た
と
の
お
言
葉
で
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
（
土
）
午
後
２
時
よ
り
「
触
れ
て
み
る
彫
刻
展
　
鑑

賞
教
室
」
を
開
催
し
、
総
勢
18
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今

年
は
永
江
智
尚
会
員
を
通
じ
て
広
く
参
加
者
を
募
っ
た
た
め
、
愛

知
教
育
大
学
の
教
員
で
視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
青
柳
先
生
と
学
生

と
卒
業
生
11
名
、
視
覚
障
害
者
３
名
と
付
き
添
い
の
方
３
名
が
参

加
さ
れ
、
名
古
屋
視
覚
障
害
者
協
会
の
方
が
１
名
、
こ
の
取
り
組

み
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
厚
好
会
員
、
白
坂
弘
子
会
員
、
加

藤
真
浩
会
員
が
彫
刻
の
魅
力
や
鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
丁
寧
に

付
き
添
い
な
が
ら
解
説
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
触
っ
た
彫
刻
の
前

で
彫
刻
の
ポ
ー
ズ
を
再
現
す
る
な
ど
、
楽
し
ん
で
鑑
賞
す
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ

た
の
で
、
参
加
者
の
満
足
度
は
高
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
広
く
広
報
活
動
を
行
い
、
充
実
し
た
展
覧
会
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
会
員
が
互

い
に
高
め
合
い
、
多
く
の
人
に
感
動
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
展
覧

会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
海
日
彫
会
事
務
局
）

彫刻研究会の様子 (右）

祝賀会の様子（上）

彫刻のポーズを真似る参加者 (左）

触れてみる彫刻展の様子
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今
年
度
の
日
彫
東
海
展
は
真
夏
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
期

中
は
40
度
近
い
気
温
の
日
が
続
き
ま
し
た
が
多
く
の
人
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
入
場
料
を
見
直
し
、
学
生
を
無
料

に
し
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
開
催
だ
っ
た
た
め
か
入
場

者
数
は
昨
年
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
５
０
０

円
の
入
場
料
を
払
っ
て
観
覧
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
が
昨
年
よ
り

も
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
で
し
た
。

　
７
月
24
日
（
月
）
に
搬
入
作
業
を
行
い
、
午
後
６
時
半
よ
り
美

術
館
10
階
の
ウ
ル
フ
ギ
ャ
ン
グ
パ
ッ
ク
に
て
山
田
朝
彦
理
事
長
を

は
じ
め
共
催
者
、
後
援
者
、
来
賓
を
お
招
き
し
て
祝
賀
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
Ｕ-

20
の
小
学
生
３
名
と
そ
の
保
護
者
の
方
も

授
賞
式
に
参
加
さ
れ
、
受
賞
の
喜
び
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
夏
休
み
中
の
日
程
だ
っ
た
の
で
、
若
い
教
員
の
出
品
者
が

多
く
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
会
は

進
行
し
、
来
賓
の
方
も
最
後
ま
で
参
加
頂
い
た
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
７
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
よ
り
開
催
さ
れ
た
彫
刻
研
究

会
で
は
、
山
田
朝
彦
理
事
長
、
池
川
直
委
員
長
、
東
海
日
彫
会
山

本
眞
輔
会
長
、
神
戸
峰
男
副
会
長
よ
り
、
受
賞
作
品
の
ご
講
評
を

頂
き
ま
し
た
。
北
陸
日
彫
会
熊
谷
喜
美
子
会
長
を
は
じ
め
一
般
の

お
客
様
も
含
め
30
名
ほ
ど
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
各
先
生
方
よ

り
、
時
に
は
厳
し
い
ご
意
見
や
、
出
品
者
か
ら
の
質
問
な
ど
も
あ

り
、
約
１
時
間
半
の
研
究
会
は
最
後
に
神
戸
副
会
長
よ
り
例
年
に

無
い
良
い
研
究
会
に
な
っ
た
と
の
お
言
葉
で
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
（
土
）
午
後
２
時
よ
り
「
触
れ
て
み
る
彫
刻
展
　
鑑

賞
教
室
」
を
開
催
し
、
総
勢
18
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今

年
は
永
江
智
尚
会
員
を
通
じ
て
広
く
参
加
者
を
募
っ
た
た
め
、
愛

知
教
育
大
学
の
教
員
で
視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
青
柳
先
生
と
学
生

と
卒
業
生
11
名
、
視
覚
障
害
者
３
名
と
付
き
添
い
の
方
３
名
が
参

加
さ
れ
、
名
古
屋
視
覚
障
害
者
協
会
の
方
が
１
名
、
こ
の
取
り
組

み
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
厚
好
会
員
、
白
坂
弘
子
会
員
、
加

藤
真
浩
会
員
が
彫
刻
の
魅
力
や
鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
丁
寧
に

付
き
添
い
な
が
ら
解
説
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
触
っ
た
彫
刻
の
前

で
彫
刻
の
ポ
ー
ズ
を
再
現
す
る
な
ど
、
楽
し
ん
で
鑑
賞
す
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ

た
の
で
、
参
加
者
の
満
足
度
は
高
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
広
く
広
報
活
動
を
行
い
、
充
実
し
た
展
覧
会
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
会
員
が
互

い
に
高
め
合
い
、
多
く
の
人
に
感
動
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
展
覧

会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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２
０
２
３
年
５
月
28
日
（
日
）
〜
６
月
10
日
（
土
）
ま
で
、
銀

座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
に
て
「
第
15
回
日
本
彫
刻
会
　
新
鋭
選
抜
・

受
賞
作
家
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
制
限
も
大
き
く
緩
和
さ
れ
た
今
年

は
、
「
作
品
を
語
る
会
」
な
ど
の
懇
親
会
も
制
限
な
く
開
催
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
20
代
の
若
手
作
家
や
本
展
で
の
受
賞

者
、
新
審
査
員
の
先
生
な
ど
合
わ
せ
て
24
名
の
作
家
に
よ
る
作
品

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
膏
、
樹
脂
、
陶
、
木
、
漆
な
ど
多
岐
の
素
材
の
作
品
が
並
び
、

本
展
で
の
作
品
制
作
の
エ
ス
キ
ー
ス
や
本
展
で
は
見
ら
れ
な
い
表

現
内
容
な
ど
各
作
家
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作
品
が
陳
列
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
作
品
を
語
る
会
」
は
初
日
の
16
時
よ
り
行
わ
れ
、
山
田
朝
彦

理
事
長
と
池
川
直
委
員
長
に
も
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。
他
に
も
会

務
委
員
の
先
生
方
や
各
作
家
の
知
人
、
友
人
、
作
家
仲
間
や
教
え

子
な
ど
沢
山
の
方
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
活
気
に
満

ち
た
語
る
会
が
戻
っ
て
き
た
様
に
感
じ
ま
し
た
。

　
同
企
画
は
出
品
者
の
山
本
将
之
会
員
の
司
会
の
も
と
、
出
品
者

よ
り
作
品
の
意
図
や
制
作
す
る
上
で
の
苦
労
話
な
ど
が
語
ら
れ
、

出
品
者
同
士
で
の
意
見
交
換
、
山
田
理
事
長
、
池
川
委
員
長
を
は

じ
め
ご
出
席
頂
い
た
先
生
方
か
ら
講
評
を
頂
く
か
た
ち
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
各
先
生
方
の
博
識
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
そ
れ

ぞ
れ
頂
い
た
り
、
出
品
者
同
士
で
作
品
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
語

り
合
い
、
今
後
に
繋
が
る
示
唆
に
富
ん
だ
講
評
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
山
田
理
事
長
よ
り
、
現
代
具
象
彫
刻
を
代
表
す
る
エ
ミ
リ

オ
・
グ
レ
コ
や
ペ
リ
ク
レ
・
フ
ァ
チ
ー
ニ
な
ど
も
展
示
し
た
こ
の

会
場
で
出
品
者
の
皆
さ
ん
に
は
次
の
時
代
を
担
う
彫
刻
家
に
な
っ

て
欲
し
い
と
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
出
品
者
一
同
、
今
後
の
制

作
を
よ
り
一
層
気
を
引
き
締
め
て
向
き
あ
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　
昨
年
か
ら
の
新
企
画
の
小
品
展
示
、
販
売
を
今
年
も
引
き
続
き

行
い
ま
し
た
。
販
売
を
目
的
と
し
た
作
品
と
い
う
こ
と
も
あ
り
展

示
用
の
作
品
と
は
違
い
、
日
常
に
溶
け
込
む
彫
刻
を
ど
の
様
に
表

現
す
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
彫
刻
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
の
か
な
ど
各
作
家
の
新
た
な
一
面
が
垣
間
見
え
る
展
示
と

な
り
ま
し
た
。
作
品
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
の
難
し
さ
を
改

め
て
感
じ
な
が
ら
も
出
品
者
に
は
大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
品
の
み
な
ら
ず
、
展
示
作
品
の
方
も
購
入
し

た
い
と
い
う
声
や
、
本
展
の
方
に
も
是
非
足
を
運
び
た
い
と
い
う

あ
り
が
た
い
声
を
頂
い
た
り
と
、
来
場
者
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
数

点
の
作
品
が
購
入
と
い
う
か
た
ち
に
な
り
出
品
作
家
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
規
制
緩
和
も
あ
り
会
場
の
周
り
に
は

と
て
も
沢
山
の
人
が
往
来
し
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
会
期
中

二
日
間
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
昨
年
よ
り
も

多
く
３
５
０
名
の
方
に
足
を
運
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

第
15
回
日
本
彫
刻
会

　
　
　
　
　
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展

会場の様子

昨年から行っている小品展示、販売
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コ
ロ
ナ
禍
も
終
わ
り
新
た
な
時
代
へ
と
変
化
し
て
い
く
世
の
中

で
、
こ
の
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
で
は
多
く
の
挑
戦
を
し
て
ほ

し
い
と
の
話
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
次
世
代
の
若
い
作
家
た
ち

が
新
し
い
挑
戦
を
し
た
表
現
を
す
る
こ
と
で
彫
刻
の
新
た
な
可
能

性
を
見
出
し
、
ま
た
次
の
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
、
『
温
故
創
新
』

を
体
現
し
た
展
覧
会
へ
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

最終日終了後の出品者の集合写真

初日の作品を語る会の様子



11

　
コ
ロ
ナ
禍
も
終
わ
り
新
た
な
時
代
へ
と
変
化
し
て
い
く
世
の
中

で
、
こ
の
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
で
は
多
く
の
挑
戦
を
し
て
ほ

し
い
と
の
話
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
次
世
代
の
若
い
作
家
た
ち

が
新
し
い
挑
戦
を
し
た
表
現
を
す
る
こ
と
で
彫
刻
の
新
た
な
可
能

性
を
見
出
し
、
ま
た
次
の
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
、
『
温
故
創
新
』

を
体
現
し
た
展
覧
会
へ
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
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「Ophelia」
秋田 美鈴

「獅子」
加藤 真浩

「やさしい心が…。」
志村 広子

「ウミドリ」
浮森 夕菜

「杜にすむ」
小橋 暁子

「つばめ見守る」
鈴木 紹陶武

「－辿り着く－」
佐藤 励

「想」
岡本 和弘

「野ざらし　蟇」
武本 大志

「やわらかな時間～楽しい夕餉～」
音羽 久美子

「残月」
柴田 茜

13

「Remember」
田村 さつき

「洗」
三政 洋一

「森の小さなレストラン」
八塚 由紀子

「青い瞳が守ってくれる」
丹羽 俊揮

「おこりんぼ　本の虫はどこだ」
宮地 淑江

「鼓のためのエスキース」
山田 雅英

「希望の炎」
橋本 和成

「Religion saves/kills people」
山本 将之

「Silent parade」
村上 佑介

「異邦人」
町野 紗恭

「サボテン」
森田 一成横山 丈樹

「遷Ⅲ」
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日
本
彫
刻
会
で
は
第
51
回
展
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
広
報
部
を
組
織

し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
で
会
の
情
報
発
信
を
し

て
ゆ
く
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
始
め
る
に
際
し
ま
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
日
彫
会
で
の
主
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
活
動
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
》

　
日
彫
会
で
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
n
i
c
c
h
o
.

c
o
m
/

）
を
中
心
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
広
報
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
50
周
年
記
念
を
機
に
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
最
初
の
動
画
で
は
、

日
彫
会
50
周
年
記
念
展
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た 

第
52
日
彫
展
か
ら
は
、
展
覧
会
メ
イ
キ
ン
グ
動
画
と
し
て
、
会
場

に
作
品
が
陳
列
さ
れ
て
ゆ
く
様
子
や
、
主
な
受
賞
作
品
と
作
者
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
作
成
し
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
を

し
た
た
め
て
い
る
９
月
現
在
で
登
録
者
22
人
、
動
画
の
再
生
回

数
は
合
わ
せ
て
２
，
０
０
０
回
に
も
達
し
て
い
な
い
小
さ
な
小
さ

な
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
が
、
日
彫
会
の
作
家
達
の
活
動
を
ラ
イ
ブ
感

い
っ
ぱ
い
に
世
の
中
に
告
知
し
て
ゆ
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
広

告
資
源
と
し
て
活
用
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
》

　
次
に
、
も
う
一
つ
の
日
彫
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
動
の
場
と
し
て
日
彫

会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ペ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
よ
り
も
更
新
頻
度
を
高
め
、
日
彫
会
選
抜
展
や
日
彫
展
会
場
の

様
子
、
あ
る
い
は
出
品
さ
れ
た
作
品
の
写
真
を
逐
次
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
編
集
の
必
要
な
動
画
で
は
な
く
、

「
今
撮
っ
た
写
真
」
を
そ
の
ま
ま
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

彫
会
作
家
の
作
品
、
も
し
く
は
作
家
達
の
日
常
の
活
動
の
様
子
を

画
像
と
し
て
記
録
し
、
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
け
ば
、
展
覧
会
以
外
の

期
間
に
お
い
て
も
常
に
日
彫
会
の
情
報
を
発
信
し
て
ゆ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
も
、

特
に
登
録
や
情
報
の
ア
ッ
プ
が
易
し
く
、
よ
り
多
く
の
方
々
と

の
つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う
長
所
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
彫
会
の

会
員
の
方
々
の
中
に
も
、
す
で
に
個
人
で
登
録
を
行
な
っ
て
各
々

い
た
し
ま
す
。
左
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
お
手
元
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か

ざ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

す
ぐ
に
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ジ
に
飛
ん
で
ゆ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
か
ら
日
彫
会
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
繋
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

我
々
と
一
緒
に
、
日
々

の
活
動
を
拡
散
し
て
ゆ

き
ま
し
ょ
う
！

デ
ジ
タ
ル
広
報
部
の
活
動
に
つ
い
て

の
活
動
の
情
報
発
信

に
活
用
を
な
さ
っ
て

い
る
方
が
数
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

デ
ジ
タ
ル
広
報
部
と

し
て
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
通
し
て
、
ま
ず

日
彫
会
の
中
で
の
横

の
つ
な
が
り
を
拡
げ

て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
皆
様
へ
の
お
願
い
》

　
最
後
に
こ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
皆
様
へ
の
お
願
い
で
す
。

今
回
こ
ち
ら
に
挙
げ
た
日
彫
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い

（
デ
ジ
タ
ル
広
報
部
主
任

　
田
丸
稔
）

日彫会ユーチューブチャンネル

日彫会インスタグラム

日彫会ユーチューブチャンネル

日彫会インスタグラム

インスタグラムにアップされた出品作品

日彫会ユーチューブチャンネル

日彫会ユーチューブチャンネル

v 

日彫会ユーチューブチャンネル
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会
期

　
２
０
２
３
年
８
月
23
日
（
水
）
～
28
日
（
月
）

　
会
場
　
日
本
橋
三
越
本
店
　
本
館
６
階
　
美
術
特
選
画
廊

 

会
務
委
員
会
企
画
主
任
間
島
博
徳
先
生
に
「
日
本
彫
刻
会
選
抜

展
」
の
準
備
、
開
催
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
６
月
26
日
（
月
）
に
、
図
録
用
の
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
田
朝
彦
理
事
長
も
お
見
え
に
な
り
、
三
越
か
ら
は
臺
さ
ん
も

参
加
さ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
準
備

委
員
は
、
梱
包
を
次
々
と
解
き
、
撮
影
順
を
確
認
し
撮
影
場
所
へ

作
品
を
運
ん
で
い
き
ま
し
た
。
山
野
カ
メ
ラ
マ
ン
は
慎
重
に
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
調
整
し
、
作
品
の
良
さ
を
引
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
第
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
、

公
開
制
作
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
制
作
担
当
は
、
勝
野
眞
言
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

矢
山
直
子
さ
ん
を
偲
ん
で

　
日
本
彫
刻
会
理
事
長
　
山
田
朝
彦

　

一
昨
年
（
２
０
２
１
年
）
12
月
８
日
、
長
く
本
会
の
事
務
を
ご

担
当
い
た
だ
い
た
矢
山
直
子
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
85

歳
、
い
ま
だ
に
「
山
田
先
生
、
お
元
気
で
す
か
。
」
と
大
き
な
声

で
電
話
が
か
か
っ
て
き
そ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
恐
ら
く
40
歳
以
上
の
本
会
会
員
の
多
く
が
矢
山
さ
ん
に
お
会
い

し
た
こ
と
が
あ
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
面
倒
を
見
て
い
た
だ
い
た

は
ず
で
す
。
私
も
ま
た
、
初
出
品
の
頃
か
ら
矢
山
さ
ん
に
お
世
話

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
日
彫
会
と
い
え
ば
矢
山
さ
ん
、
と
い
う

く
ら
い
長
い
間
、
本
会
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
名
物
事
務
職
員
で
あ
っ
た
矢
山
さ
ん
は
、
小
柄
な
身
体
で
縦
横

無
尽
に
飛
び
回
っ
て
本
会
の
事
務
運
営
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
理

事
、
役
員
の
先
生
方
に
も
臆
す
る
こ
と
な
く
応
対
す
る
、
と
も
す

れ
ば
厳
し
い
物
言
い
を
す
る
よ
う
な
人
で
し
た
が
、
若
い
作
家
に

も
「
〇
〇
先
生
」
と
敬
称
で
呼
び
、
ど
の
世
代
の
作
家
に
も
等
し

く
接
す
る
よ
う
な
真
っ
直
ぐ
な
人
で
し
た
。

　
私
も
本
会
の
会
務
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
の
で
矢
山
さ
ん
と
の

思
い
出
は
様
々
あ
り
ま
す
。
特
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
２
０
０
０

年
に
発
刊
し
た
『
日
本
彫
刻
会
史-

50
年
の
あ
ゆ
み-

』
の
編
集

時
の
こ
と
で
す
。
今
で
こ
そ
、
本
会
に
関
す
る
様
々
な
記
録
が
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
お
り
、
瞬
時
に
過
去
の
こ
と
も
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
当
時
は
、
矢
山
さ
ん
の
人
間
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
本
当
に
頼
り
に
な
り
、
あ
の
資
料
は
ど
こ
そ
こ
に
あ
る
、
そ

の
時
は
こ
う
だ
っ
た
、
と
教
え
て
い
た
だ
き
様
々
に
助
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
世
の
中
の
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
本
会
も
例
外
で
は

な
く
、
矢
山
さ
ん
は
１
年
か
け
て
後
任
の
若
い
方
に
本
会
業
務
を

引
き
継
ぎ
し
、
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　
矢
山
さ
ん
の
一
貫
し
た
姿
勢
は
、
彫
刻
を
愛
し
、
本
会
を
大
切

に
思
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
油
絵
を
嗜
ま

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
彫
刻
家
に
囲
ま
れ
た

日
々
を
愛
し
て
お
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
に
は

若
い
作
家
を
守
り
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
深
い
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
本
会
会
員
が
矢
山

さ
ん
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
に
今
一
度
思
い

を
い
た
し
、
矢
山
直
子
さ
ん
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
偲
ぶ
こ
と
が
で

き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
日
本
彫
刻
会
選
抜
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
机
上
の
美
ー

山野カメラマンによる撮影の様子

会場の様子

制作デモンストレーション

ギャラリートークの様子

出
品
作
家

山
田
朝
彦

　
川
﨑
普
照 

 

蛭
田
二
郎 

 

　
能
島
征
二

　
山
本
眞
輔

神
戸
峰
男

　
宮
瀬
富
之

　
池
川
直

　 
 
 
 

石
黒
光
二

　
笹
山
幸
德

　

勝
野
眞
言 

 

石
崎
義
弘

　
石
田
陽
介

　 
 

伊
庭
靖
二

　
上
田
久
利

　

緒
方
信
行

　
柏
原
花
子

　
亀
谷
政
代
司

　
川
﨑
義
昭

　

木
代
喜
司
　
九
後
稔 

 

　
楠
元
香
代
子
　
熊
谷
喜
美
子
　

小
橋
暁
子 

 

寒
河
江
淳
二
　
櫻
井
真
理
　
島
田
見
根
夫
　

鈴
木
紹
陶
武
　
清
家
悟 

 

武
本
大
志
　 

 

田
中
厚
好
　
谷
口
淳
一

田
丸
稔
　 

 

堤
直
美
　 

 

寺
山
三
佳
　 

 

中
原
篤
徳
　
中
村
優
子
　

野
原
昌
代
　
馬
場
正
邦
　
早
川
髙
師
　 

 

原
田
治
展
　
一
鍬
田
徹

廣
川
政
和
　
堀
内
有
子
　
堀
内
秀
雄
　 

 

間
島
博
徳
　
宮
坂
慎
司
　

村
井
良
樹
　
安
田
陽
子
　
山
﨑
茂
樹
　 

 

吉
岡
徹
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
計
51
名
）
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会
期
　
２
０
２
３
年
８
月
23
日
（
水
）
～
28
日
（
月
）

　
会
場
　
日
本
橋
三
越
本
店
　
本
館
６
階
　
美
術
特
選
画
廊

会
務
委
員
会
企
画
主
任
間
島
博
徳
先
生
に
「
日
本
彫
刻
会
選
抜

展
」
の
準
備
、
開
催
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
６
月
26
日
（
月
）
に
、
図
録
用
の
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
田
朝
彦
理
事
長
も
お
見
え
に
な
り
、
三
越
か
ら
は
臺
さ
ん
も

参
加
さ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
準
備

委
員
は
、
梱
包
を
次
々
と
解
き
、
撮
影
順
を
確
認
し
撮
影
場
所
へ

作
品
を
運
ん
で
い
き
ま
し
た
。
山
野
カ
メ
ラ
マ
ン
は
慎
重
に
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
調
整
し
、
作
品
の
良
さ
を
引
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
第
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
、

公
開
制
作
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
制
作
担
当
は
、
勝
野
眞
言
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

矢
山
直
子
さ
ん
を
偲
ん
で

日
本
彫
刻
会
理
事
長

　
山
田
朝
彦

一
昨
年
（
２
０
２
１
年
）
12
月
８
日
、
長
く
本
会
の
事
務
を
ご

担
当
い
た
だ
い
た
矢
山
直
子
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
85

歳
、
い
ま
だ
に
「
山
田
先
生
、
お
元
気
で
す
か
。
」
と
大
き
な
声

で
電
話
が
か
か
っ
て
き
そ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
恐
ら
く
40
歳
以
上
の
本
会
会
員
の
多
く
が
矢
山
さ
ん
に
お
会
い

し
た
こ
と
が
あ
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
面
倒
を
見
て
い
た
だ
い
た

は
ず
で
す
。
私
も
ま
た
、
初
出
品
の
頃
か
ら
矢
山
さ
ん
に
お
世
話

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
日
彫
会
と
い
え
ば
矢
山
さ
ん
、
と
い
う

く
ら
い
長
い
間
、
本
会
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
名
物
事
務
職
員
で
あ
っ
た
矢
山
さ
ん
は
、
小
柄
な
身
体
で
縦
横

無
尽
に
飛
び
回
っ
て
本
会
の
事
務
運
営
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
理

事
、
役
員
の
先
生
方
に
も
臆
す
る
こ
と
な
く
応
対
す
る
、
と
も
す

れ
ば
厳
し
い
物
言
い
を
す
る
よ
う
な
人
で
し
た
が
、
若
い
作
家
に

も
「
〇
〇
先
生
」
と
敬
称
で
呼
び
、
ど
の
世
代
の
作
家
に
も
等
し

く
接
す
る
よ
う
な
真
っ
直
ぐ
な
人
で
し
た
。

　
私
も
本
会
の
会
務
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
の
で
矢
山
さ
ん
と
の

思
い
出
は
様
々
あ
り
ま
す
。
特
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
２
０
０
０

年
に
発
刊
し
た
『
日
本
彫
刻
会
史-

50
年
の
あ
ゆ
み-

』
の
編
集

時
の
こ
と
で
す
。
今
で
こ
そ
、
本
会
に
関
す
る
様
々
な
記
録
が
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
お
り
、
瞬
時
に
過
去
の
こ
と
も
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
当
時
は
、
矢
山
さ
ん
の
人
間
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
本
当
に
頼
り
に
な
り
、
あ
の
資
料
は
ど
こ
そ
こ
に
あ
る
、
そ

の
時
は
こ
う
だ
っ
た
、
と
教
え
て
い
た
だ
き
様
々
に
助
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
世
の
中
の
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
本
会
も
例
外
で
は

な
く
、
矢
山
さ
ん
は
１
年
か
け
て
後
任
の
若
い
方
に
本
会
業
務
を

引
き
継
ぎ
し
、
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　
矢
山
さ
ん
の
一
貫
し
た
姿
勢
は
、
彫
刻
を
愛
し
、
本
会
を
大
切

に
思
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
油
絵
を
嗜
ま

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
彫
刻
家
に
囲
ま
れ
た

日
々
を
愛
し
て
お
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
に
は

若
い
作
家
を
守
り
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
深
い
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
本
会
会
員
が
矢
山

さ
ん
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
に
今
一
度
思
い

を
い
た
し
、
矢
山
直
子
さ
ん
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
偲
ぶ
こ
と
が
で

き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
日
本
彫
刻
会
選
抜
展

ー
机
上
の
美
ー

山野カメラマンによる撮影の様子

会場の様子

制作デモンストレーション

ギャラリートークの様子

出
品
作
家

山
田
朝
彦

　
川
﨑
普
照

蛭
田
二
郎

　
能
島
征
二

　
山
本
眞
輔

神
戸
峰
男
　
宮
瀬
富
之
　
池
川
直
　

石
黒
光
二
　
笹
山
幸
德
　

勝
野
眞
言

石
崎
義
弘
　
石
田
陽
介
　

伊
庭
靖
二
　
上
田
久
利
　

緒
方
信
行
　
柏
原
花
子
　
亀
谷
政
代
司
　
川
﨑
義
昭
　

木
代
喜
司
　
九
後
稔

　
楠
元
香
代
子
　
熊
谷
喜
美
子
　

小
橋
暁
子

寒
河
江
淳
二
　
櫻
井
真
理
　
島
田
見
根
夫
　

鈴
木
紹
陶
武
　
清
家
悟

武
本
大
志
　

田
中
厚
好
　
谷
口
淳
一

田
丸
稔
　

堤
直
美
　

寺
山
三
佳
　

中
原
篤
徳
　
中
村
優
子
　

野
原
昌
代
　
馬
場
正
邦
　
早
川
髙
師
　

原
田
治
展
　
一
鍬
田
徹

廣
川
政
和
　
堀
内
有
子
　
堀
内
秀
雄
　

間
島
博
徳
　
宮
坂
慎
司
　

村
井
良
樹
　
安
田
陽
子
　
山
﨑
茂
樹
　

吉
岡
徹
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
計
51
名
）
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す
べ
て
の
人
に
触
れ
る
ア
ー
ト
を

は
じ
め
て
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

令
和
４
年
度
、
日
彫
会
で
は
初
の
試
み
と
な
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
「
触
れ
る
ア
ー
ト
で
未
来
を
ひ
ら
く
！
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
美
術
館
へ
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

第
52
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
に
展
示
さ
れ
た
視
覚
特
別
支
援
学
校

小
学
部
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
は
、
取
組
の
一
環
と
な
る
も
の
で

す
。

　
本
企
画
に
際
し
て
は
、
本
会
の
会
員
が
実
際
に
視
覚
特
別
支
援

学
校
に
出
向
い
て
授
業
を
行
い
、
共
に
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
形
と
な
り
ま
し
た
。
作
品
は
会
場
に
並
べ
ら
れ
る
と
共
に
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く
べ
く
、
Ｕ-

20
出
品
作
品
同
様
、

日
彫
展
図
録
に
も
特
別
頁
を
設
け
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
人
体
や
動
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
７
点
の
テ
ラ
コ
ッ

の
作
品
が
多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。
筆
者
も
子
ど
も
た
ち
の
制
作
に

携
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
粘
土
の
感
触
を
感
じ
な
が
ら
、
自
由
に

作
品
づ
く
り
を
楽
し
む
様
子
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
作
品
は
ま
さ
に
触
れ
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
を
放
っ
て

お
り
、
大
き
く
空
間
を
使
っ
た
作
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
作

品
は
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
触
れ
る
ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
本
会
の
も
の
だ
け
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
国
内
外
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
会
は
触
れ
る
鑑
賞
教
室
を
通
じ

て
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
彫
刻
鑑
賞
の
充
実
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
取
組
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
障
が
い
の
有
無
を
超
え
て
作
品
づ

く
り
の
喜
び
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
」
に
繫
が
る
成
果
と

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
、
触
れ
る
鑑
賞
教
室
に
加
え
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示

の
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
も
力
を
入
れ
、
彫
刻
芸
術
の
触
覚
的
な

魅
力
を
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
野
紗
恭
会
員
）

◆
新
鋭
選
抜
展
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
で
の

掲
載
と
な
り
、
よ
り
一
層
先
生
方
の
活
気
に
満
ち
た
姿
が
伝
え
ら

れ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
（
カ
ト
ウ
）

◆
皆
様
の
活
動
の
ご
様
子
を
、
幅
広
く
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
く

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
原
稿
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
快
く

応
じ
て
下
さ
っ
た
方
々
に
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
コ
ウ
ノ
）

◆
バ
ス
ケ
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
で
パ
リ
五
輪
の
出
場

権
を
勝
ち
取
っ
た
日
本
代
表
に
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。
自
分
も
熱

い
思
い
を
大
事
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
（
タ
カ
ノ
）

◆
以
前
か
ら
新
鋭
選
抜
展
の
出
品
作
品
を
カ
ラ
ー
で
紹
介
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
№
82
号
は
、
カ
ラ
ー
と
モ
ノ
ク
ロ
を
併
用

す
る
と
い
う
試
み
で
作
成
し
ま
し
た
。
（
テ
ラ
ヤ
マ
）

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
へ
と
位
置
付
け
が
変
わ

り
、
本
会
も
ほ
ぼ
通
常
の
運
営
と
な
り
ま
し
た
こ
と
が
、
今
回
の

会
報
か
ら
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
「
便
り

が
な
い
の
は
良
い
便
り
」
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
の
が
会
報
で

す
の
で
、
良
い
こ
と
も
悲
し
い
こ
と
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、

次
号
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
多
め
で
誌
面
を
飾
り
た
い
も
の
で
す
。

出
版
・
広
報
委
員
（
五
十
音
順
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
真
浩
（
カ
ト
ウ

　
マ
サ
ヒ
ロ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
浩
子
（
コ
ウ
ノ

　
ヒ
ロ
コ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
野
眞
吾
（
タ
カ
ノ

　
シ
ン
ゴ
）

　
　
　
　
　
（
主
任
）  

寺
山
三
佳
（
テ
ラ
ヤ
マ

　
ミ
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
篤
徳
（
ナ
カ
ハ
ラ

　
ア
ツ
ノ
リ
）

日
彫
会
報
№
82

　
　
　
　
　
令
和
５
年
９
月
30
日
発
行

タ
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

視
覚
特
別
支
援
学
校
の
授

業
で
は
、
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
も
空

間
を
意
識
し
な
が
ら
形
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
け
る
よ

う
に
、
教
材
の
工
夫
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。
特
に
、

テ
ラ
コ
ッ
タ
制
作
に
焼
成

可
能
な
心
棒
を
用
い
る
こ

と
で
、
立
体
造
形
に
苦
手

意
識
を
持
つ
子
ど
も
で
も

触
覚
的
に
空
間
構
成
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
、
動
き
の
あ

る
伸
び
伸
び
と
し
た
形
態

編
　
集
　
後
　
記

訃

　
　報

左
記
の
方
が
長
逝
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

正
会
員
　
菊
川
　
晋
久
　
先
生
　
令
和
４
年
８
月

正
会
員
　
横
山
　
豊
介
　
先
生
　
令
和
５
年
７
月




